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l2020〜2022年はCOVID-19と同じ感染経路で感染する感染
症が減少した（インフルエンザ、咽頭結膜熱、Ａ群溶⾎性レン
サ球菌咽頭炎、RSウイルス感染症、ヘルパンギーナなど）

l減少した要因としてCOVID-19に対する対策の影響・効果が
考えられる
• ユニバーサルマスキング
• ⼿指衛⽣の敢⾏
• 三密の回避（換気、ソーシャルディスタンスの確保など）
• イベント、⾏事の中⽌や⾃粛、学校の休校、学校⾏事の中⽌
• 外出⾃粛、海外渡航の制限 など

COVID-19パンデミックで感染症発⽣動向に変化
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滋賀県のCOVID-19の流⾏曲線
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新規陽性者数（公表⽇） ７⽇間移動平均

第１波
（R2.3〜R2.5末）

第２波
（R2.7〜R2.8末）

第３波
（R2.11〜R3.3末）

第４波
（R3.4〜R3.6末）

第５波
（R3.7〜R3.9末）

第６波
（R4.1〜R4.6末）

第７波
（R4.7〜R4.10末）

第８波
（R4.11〜R5.5.7）

１⽇最多感染者数
73⼈
（5/8）

１⽇最多感染者数
3025⼈
（1/5）

１⽇最多感染者数
234⼈
（8/24）

１⽇最多感染者数
1389⼈
（2/8）

１⽇最多感染者数
3281⼈
（8/19）
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1.陽性者の外出⾃粛が求められなくなった
•発症翌⽇から５⽇間かつ症状軽快後24時間が経過す
るまでは外出を控えることを推奨

2.濃厚接触者が特定されることがなくなった

3.医療費が健康保険適⽤となった（⼀部除き）

4.全数把握疾患から定点把握疾患へ

令和５年５⽉８⽇「五類感染症」へ
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定点当たりの報告数 滋賀県と全国のCOVID-19の感染動向
（2023年第１週〜第35週）
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滋賀県COVID-19の年齢階級別定点当たりの報告数
（2023年第１週〜第35週）
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滋賀県 COVID-19の重症者・死亡者
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年別のインフルエンザの流⾏曲線（滋賀県 2023年35週時点）
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週別のインフルエンザの流⾏曲線（滋賀県 2023年35週時点）
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オーストラリアのインフルエンザ流⾏状況

• 2020年、2021年は流⾏が

⾒られなかった。

• 2022年は急速に⽴ち上がり、
⼤きな流⾏が⾒られた。

• 2023年は、2019年の流⾏
に類似しており、7⽉23⽇

時点では減少傾向が⾒られ

ている。

https://www.health.gov.au/resources/collections/australian-influenza-surveillance-reports-2023

https://www.health.gov.au/resources/collections/australian-influenza-surveillance-reports-2023


uCOVID-19パンデミック（2020年）後に減少した感
染症は、パンデミック以前の流⾏状況に戻る可能性が
ある

uCOVID-19に関わらず感染症の流⾏状況を⾒ながら対
策が必要となる

感染動向まとめ
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l感染
lヒトあるいは動物の体内に病原体が侵⼊し、発育あるいは増殖
すること。（疫学辞典第３版）

感染と感染症

15

l感染症
l特定の病原体やそれが産⽣する毒素によって起こる病
気で、病原体やその産⽣毒素が、感染している⼈、動
物、病原層から感受性のある宿主に伝播されて起こる。
（疫学辞典第３版）

⇒病原体の感染により症状を引き起こした状態が感染症



宿主 感染経路

病原体

ウイルス、
細菌など

空気感染、
⾶沫感染、
接触感染
など⼈間など
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感染症成⽴の三要因



宿主 感染経路

病原体

•予防接種
•健康増進

•⼿洗い
•咳チケット
•個⼈防護 など
•換気 など
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感染対策のイメージ︓三要因への対策

•清掃・消毒
（⾼頻度接触⾯）



感染のもとをもっている⼈

感染を受ける（受けやすい）⼈

空気感染

接触感染
18

⾶沫感染

主な感染経路

メディカ出版「インフェクション・コントロール」2017.4月号より



l病原体を含む５μm以下の⾶沫核が
⻑時間空中を浮遊し空気の流れに
よって広範囲に拡散し、その⾶沫核
を感受性のある⼈が吸⼊することに
よって感染する

l感染している患者が咳やくしゃみ、
会話などで放出した⾶沫から⽔分が
蒸発し、⾶沫核となる

l空気感染する感染症
l結核、⿇しん、⽔痘

空気感染
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N95
マスク

出典︓AMRリファレンスセンターHP



① ⾶沫は、直径5μm以上
② ⾶距離は2ｍ程度
③ ⼀度床に落ちた⾶沫は再び舞い上がることはない

マスクや
⼿洗い

⾶沫感染

出典︓⼤衛株式会社HP



環境表⾯に病原体が付着

⼿指が環境表⾯に触れる

⼿指が粘膜や⿐腔に触れる

体内に侵⼊する
⼿指衛⽣
環境清掃

接触感染



エアロゾルに関して厳密な定義はない

出典︓富⼠通ゼネラル

エアロゾル
  発⽣場⾯

換気

N95
マスク

エアロゾル感染
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00094.html

接触感染予防︕
•⼿洗い（⼿指消毒）で⼿に
ついた病原体を洗い流す
（消毒する）。
•⼈の⼿を介して病原体が拡
散することや体内に⼊れる
ことを防ぐ。

24

1.⼿洗い



雑⼱作業後

⽔洗
のみ

⽯鹸
使⽤

⼿洗いの効果



正しい⼿指衛⽣の⽅法



⾶沫感染予防︕
•⾶沫を撒き散らさないように
する⼼がけ

•発症者が実施することにより、
他者を守ることが⽬的

•⼿指衛⽣も強化

27

2.咳エチケット



28（公財）全国⽣活衛⽣営業指導センター「マスク着⽤の考え⽅の⾒直し –対策マニュアル（Q&A）-」
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（公財）全国⽣活衛⽣営業指導センター「マスク着⽤の考え⽅の⾒直し –対策マニュアル（Q&A）-」



エアロゾル感染予防︕
•エアロゾルは、⾶沫より細か
い粒⼦がしばらくの間、空気
中を漂う。

•２ｍ以上離れた距離にまで感
染が広がる可能性あり。

•常時数cm開けておく
30

3.換気
京都府エアロゾル感染対策ガイドブック



•基本的には湿式清掃

•多くの⼈が触れるドアノブ、⼿すり、ボ
タン、スイッチなど⾼頻度接触⾯は１⽇
１回のアルコールによる消毒

•床・壁・天井の消毒は不要

•湿性⽣体物質（糞便等）で汚染されてい
るときは次亜塩素酸ナトリウムによる消
毒が必要（通常清掃と物品は分ける）

例えば…
ノロウイルス感染症の流⾏期は
次亜塩素酸ナトリウム
（200ppm）による消毒
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対象の病原体により
消毒⽅法が異なる

4.清掃・消毒



感染予防とは感染する可能性を低下させること

1.100％の対策は⽬指さない。

2.同じ⽔準で持続させる仕組み
を作る。

3.基本的な対策を実施すること
が最も効果的である。

4.対策の効果は複数の対策の

相乗効果である。


